
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
・式（Ｉ）：
R1－Ｏ－［Ｇ］ｘ－Ｈ　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
［式中、 R1は炭素原子数 12～ 16の直鎖または分枝状アルキルまたはアルケニル基であり、
［Ｇ］はアンヒドログルコース単位であり、ｘは１～ 2. 数である。］
で示されるアルキルグリコシド、
・酸化染料前駆物質、および
・水性担体
を含有する、ケラチン含有繊維を染色するための製剤。
【請求項２】
式（Ｉ）で示されるアルキルグリコシドを製剤全体に対して 0.05～５重量 有する請求
項１記載の製剤。
【請求項３】
両性または双性イオン性ポリマーを製剤全体に対して 0.02～５重量 に含有する請求項
１または２記載の製剤
【請求項４】
・式（Ｉ）で示されるアルキルグリコシド 0.05～５重量％
・酸化染料前駆物質 0.01～５重量％、
・両性または双性イオン性ポリマー 0.02～５重量 染毛製剤全体に対して）、および
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・水性担体
を含有する染毛製剤。
【発明の詳細な説明】
本発明は、 C1 2 - 1 6アルキルグリコシドおよび好ましくは両性または双性イオン性ポリマー
を含有する、ケラチン含有繊維用の酸化染料製剤に関する。
ケラチン含有繊維を染色するための製剤は通例、酸化剤の存在下に実際の染料を形成する
酸化染料前駆物質を染料成分として含有する。そのような製剤は更に、繊維の湿潤、およ
び繊維への染料の充分な吸収を確実なものとするために、界面活性剤を含有する。染料製
剤に良好な染色性を付与するために通例使用する界面活性剤は、皮膚適合性が必ずしも充
分ではない。そこで、充分な発泡性と好ましい染色性（例えば繊維への染料の吸収および
均染性に関して）を併せ持つ皮膚適合性界面活性剤を含有する染料製剤を製造する試みが
数多くなされてきた。
すなわち、欧州公開特許第 462857号には、脂肪アルコールエーテルスルフェートおよび C8
- 1 0アルキルグリコシドを含有する酸化染料染毛製剤が記載されている。
欧州特許第 070074号には、アルキルポリグリコシドおよびアニオン性界面活性剤を含有し
、要すれば染料をも含有し得る発泡性組成物が開示されている。しかし、該特許には、ケ
ラチン繊維用染料に関する記載は無い。
ドイツ連邦共和国特許第 4129926号には、 C9 - 1 1アルキルポリグリコシド、アニオン性界面
活性剤およびアミンオキシドを含有する直接染料染毛シャンプーが記載されている。
C1 2 - 1 6アルキルグリコシドを含有する酸化染料製剤は、優れた皮膚適合性と、非常に良好
な染色性（例えば繊維への染料の吸収および均染性）とを併せ持つことがわかった。更に
、それによって染めた髪の色は、堅牢性が非常に良好であることもわかった。
本発明は、
・式（Ｉ）：
R1－Ｏ－［Ｇ］ｘ－Ｈ　　　　　　　　　　　（Ｉ）
［式中、 R1は炭素原子数 12～ 16の直鎖または分枝状アルキルまたはアルケニル基であり、
［Ｇ］はアンヒドログルコース単位であり、ｘは１～ 2.5、好ましくは 1.1～ 1.6の数であ
る。］
で示されるアルキルグリコシド、
・酸化染料前駆物質、および
・水性担体
を含有する、ケラチン含有繊維を染色するための製剤に関する。
ケラチン繊維は例えば、人間および動物の毛髪、毛皮、羊毛または羽毛である。
酸化染料前駆物質は、酸化剤または空気中の酸素の作用下に酸化重合反応によって実際の
染料を形成する染料前駆物質である。染料中間体（ Entwickler）タイプの酸化染料前駆物
質に加えて、カップラー（ Kuppler）タイプの酸化染料前駆物質を使用することが有利で
ある。カップラータイプの酸化染料前駆物質は、重合反応において染料中間体タイプの酸
化染料前駆物質とカップリングして、所望の色調をもたらし得る。染料中間体タイプの酸
化染料前駆物質は通例、パラまたはオルト位に遊離または置換ヒドロキシまたはアミノ基
を更に有する一級芳香族アミン、ジアミノピリジン誘導体、複素環ヒドラゾン誘導体、４
－アミノピラゾロン誘導体、テトラアミノピリミジン誘導体並びにインドールおよびイン
ドリン誘導体である。カップラータイプの酸化染料前駆物質は通例、ｍ－フェニレンジア
ミン誘導体、ジヒドロキシナフタレン、ナフトール、レゾルシノール誘導体、ｍ－アミノ
フェノールおよびピラゾロンである。
最も簡単な場合、水性担体は水または水／アルコール混合物であるが、好ましくはエマル
ジョン、ゲルまたは界面活性剤含有発泡溶液である。
本発明による染料製剤中に存在する C1 2 - 1 6アルキルグリコシドは、繊維への染料の吸収に
関して、 C8 - 1 1アルキルグリコシドよりも明らかに優れている。色の純度を高め、それに
より染色に要する染料を節約するという効果は、驚くべきことに C1 2 - 1 6アルキルグリコシ
ドを用いた場合に最大となり、より炭素原子数を増すと（ C1 8－アルキル－置換グリコシ
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ド）再び低下する。
本発明の染料製剤の発泡性に関して、 C1 2 - 1 6アルキルグリコシドを他の界面活性剤と好ま
しく組み合わせ得る。適当な他の界面活性剤は、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、
両性および双性イオン性界面活性剤である。
アニオン性界面活性剤は例えば、脂肪アルキルエーテルカルボキシレート、スルホスクシ
ネート、オレイン酸スルホネート、脂肪アルキルエーテルシトレートおよびタートレート
、脂肪アシルグルタメート、脂肪アシルイセチオネート、脂肪アシルタウリド、脂肪アシ
ルサルコシド、α－スルホ脂肪酸およびその塩、ソルビタンエステルスルフェート、ヒド
ロキシアルキルソルビトールシトレート、石鹸、脂肪アルキルスルフェート、アルカンス
ルホネート、並びにα－オレフィンスルホネートである。
カチオン性界面活性剤は例えば、 C1 2 - 1 8アルキルトリメチルアンモニウム塩、 C1 2 - 1 8アル
キルジメチルベンジルアンモニウム塩、セチルピリジニウムクロリド、２－ヒドロキシド
デシルヒドロキシエチルジメチルアンモニウムクロリド、 C1 2 - 1 8ジアルキルジメチルアン
モニウム塩、および C1 2 - 1 8トリアルキルメチルアンモニウム塩である。
ノニオン性界面活性剤は例えば、脂肪アルコール、アルキルフェノール、脂肪酸、脂肪酸
アルカノールアミド、脂肪酸部分グリセリド、脂肪酸ソルビタン部分エステルまたは脂肪
酸メチルグルコシド部分エステルの各々のエチレンオキシド５～ 30モル付加物、並びに脂
肪酸ポリグリセロールエステルおよび脂肪アシルグルコサミンである。
両性界面活性剤は例えば、Ｎ－ドデシルアミノ酢酸、Ｎ－セチルアミノプロピオン酸、γ
－ラウリルアミノ酪酸である。
双性イオン性界面活性剤は例えば、 C1 2 - 1 8アルキルジメチルアンモニウムグリシネート、
ヤシ油アシルアミノプロピルジメチルアンモニウムグリシネートまたはイミダゾリニウム
ベタインである。
アミンオキシドは、ニトロソアミンの形態の不純物を含む可能性があるので、本発明の染
料製剤中に使用しないことが好ましい。
染色性に関しては、式（Ｉ）のアルキルグリコシドは、本発明の染料製剤中に少量存在す
るだけで有効である。すなわち、本発明は、式（Ｉ）のアルキルグリコシドを製剤全体に
対して 0.05～５重量％、好ましくは 0.1～ 2.4重量％含有する、ケラチン含有繊維を染色す
るための製剤にも関する。
とりわけ染色した繊維の湿潤櫛通り、および得られた色の洗浄堅牢性に関して、特に良好
な結果は、本発明の染料製剤に両性または双性イオン性ポリマーを加えた場合に達成され
る。
すなわち、本発明は、両性または双性イオン性ポリマーを製剤全体に対して 0.02～５重量
％、好ましくは 0.1～２重量％更に含有する、ケラチン含有繊維を染色するための製剤に
も関する。
適当な両性ポリマーは例えば、両性セルロースエステルまたはアニオン性およびカチオン
性ビニルモノマーのコポリマーであるが、本発明に従って使用し得る両性ポリマーがそれ
らに限定されるわけではない。特に適当なポリマーは、双性イオン性ポリマーであって、
アクリルアミド、例えばジメチルアミノエチルアクリルアミド、ジメチルアミノエチルメ
タクリルアミド、ジメチルアミノプロピルアクリルアミド、ジメチルアミノプロピルメタ
クリルアミド、ジエチルアミノエチルアクリルアミド、ジメチルアミノエチルアクリレー
ト、ジメチルアミノエチルメタクリレートまたはジエチルアミノエチルアクリレート、お
よびアクリル酸または置換アクリル酸、例えばメタクリル酸、クロトン酸または２－メチ
ルクロトン酸の反応生成物を四級化することによって得られる双性イオン性ポリマーであ
る。
ポリマーを１種類に限って使用しなければならないわけではなく、複数の両性または双性
イオン性ポリマーの混合物を使用してもよい。
本発明の染料製剤は要すれば、通常のカチオン性ポリマー、例えば四級化セルロースエー
テル、ジメチルジアリルアンモニウムホモポリマー、ジメチルジアリルアンモニウム／ア
クリル酸およびアクリルアミドコポリマー、四級化ビニルピロリドン／ジメチルアミノエ
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チルアクリレートコポリマー、並びにビニルイミダゾリニウムメトクロリドおよびビニル
ピロリドンのコポリマーを含有し得る。
本発明の染料製剤は、生理学的に許容し得る 40℃未満の温度で、高純度の毛髪の色を生成
する。従って、本発明の染料製剤は、人毛の染色に特に適当である。
本発明は、
・式（Ｉ）で示されるアルキルグリコシド 0.05～５重量％、好ましくは 0.1～ 2.4重量％、
・酸化染料前駆物質 0.01～５重量％、
・両性または双性イオン性ポリマー 0.02～５重量％、好ましくは 0.1～２重量％（染毛製
剤全体に対して）、および
・水性担体
を含有する染毛製剤にも関する。
水性担体は、好ましくは、クリーム、エマルジョン、ゲル、界面活性剤含有発泡溶液、毛
髪に適用するのに適当な他の製剤である。
そのような担体の通常の成分は、製剤の安定性を高め、染色結果を改良する調製助剤およ
び染色助剤である。そのような添加剤の例を次に挙げる：
・水溶性増粘性ポリマー（ヒドロコロイド）、例えば、セルロースエーテル（例えばカル
ボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、メチルセルロース、メチルヒド
ロキシプロピルセルロース）、デンプンおよびデンプンエーテル、植物性ゴム、グアーゴ
ム、寒天、アルギネート、キサンタンゴムまたは合成水溶性ポリマー
・広義の油および脂肪材料、例えばパラフィン油、脂肪酸エステル、脂肪アルコール、お
よび例えば２－オクチル－１－ドデカノールまたは２－ヘキシル－１－デカノールのよう
な分枝状アルコール
・抗酸化剤、例えばアスコルビン酸、亜硫酸ナトリウム
・緩衝剤、例えば塩化アンモニウムまたは硫酸アンモニウム
・錯化剤、例えば１－ヒドロキシエタン－ 1,1－ジホスホン酸、ニトリロ三酢酸もしくは
エチレンジアミン四酢酸またはそれらの塩
・整髪助剤、例えばタンパク質誘導体、グルコース、Ｄ－パンテノール、コレステロール
、ビタミンまたは植物抽出物
・均染助剤、例えばウラゾール、ヘキサヒドロピリミジン－２－オン、イミダゾール、 1,
2,4－トリアゾールまたはヨウ化物（例えばヨウ化ナトリウムまたはカリウム）。
本発明の染毛製剤は、化粧品製剤、例えばクリーム、ゲルまたはシャンプーの種類にかか
わらず、弱酸性、中性またはアルカリ性で適用し得る。本発明の染毛製剤は、 pH6～ 10で
適用することが好ましい。
色調を調整する目的で、本発明の染毛製剤は、必須の酸化染料前駆物質に加えて、要すれ
ば通常の直接染料を含有し得る。
本発明の染毛製剤は、細かいクリーム状の泡を形成する。本発明の染毛製剤は、毒物学的
に安全であり、皮膚適合性が高い。本発明のように C1 2 - 1 6アルキルグリコシドを使用する
場合、皮膚適合性が最も高い。 C1 2 - 1 6アルキルグリコシドは、比較的短鎖の C8 - 1 1アルキ
ルグリコシドおよび比較的長鎖の C1 8 - 2 2アルキルグリコシドのいずれよりも優れている。
染色性、例えば染料吸収性および均染性は良好である。得られる毛髪の色は、非常に鮮明
で、洗浄に対する堅牢度が高い。染色した毛髪の湿潤櫛通りは、非常に良好である。
以下の実施例は、本発明を制限することなく説明するものである。

調製した染毛クリームの基剤の組成は、次の通り（第Ｉ表）であった：
第Ｉ表
獣脂脂肪アルコール　　　　　　　　　　　　　  6.5 g
ヤシ油脂肪アルコール　　　　　　　　　　　　  2.0 g
ｐ－トリレンジアミン（染料中間体）　　　　　  0.52g
レゾルシノール（カップラー）　　　　　　　　  0.10g
４－クロロレゾルシノール（カップラー）　　　  0.15g
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３－アミノ－２－メチルアミノ－６－メトキシピリジン（染料中間体）　　　　　　　　
　　　　　　　  0.03g
硫酸アンモニウム　　　　　　　　　　　　　　  1.4 g
亜硫酸ナトリウム（抑制剤）　　　　　　　　　  0.5 g
アスコルビン酸（抑制剤）　　　　　　　　　　  0.4 g
パラフィン油　　　　　　　　　　　　　　　　  0.2 g
アンモニア（ 30％）　　　　　　　　　　　　　  5.7 g
成分を上記順序で混合した。下記実施例１～９に挙げる更なる成分、染料中間体および抑
制剤を加えた後、まずアンモニア溶液で pHを 9.5に調節し、次いで水で全量 100gとした。

(5) JP 3630681 B2 2005.3.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染毛製剤の酸化発色は、酸化溶液として６％過酸化水素溶液を用いて行った。この目的の
ために、エマルジョン 50gに過酸化水素溶液（６％） 50gを加え、混合した。
染毛クリームを、標準化した 90％灰色の、長さ約 5cmの人毛束であって、特に前処理して
いないものに適用し、 27℃で 30分間放置した。染色の終了後、髪を濯ぎ、標準的なシャン
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プーで洗い、乾燥した。
組成物１～９によって得られた色調は、薄褐色であった。
均染用毛束も同様に染色した；均染用毛束は、次のようにして調製した：
毛束の上半分（毛先）を、チオグリコール酸アンモニウムを含有するコールドパーマ製剤
の水溶液で 30分間処理した。固定（ 10分間、臭素酸カリウム溶液）後、同じ部分を、過酸
化水素およびペルオキシ二硫酸アンモニウムの溶液で脱色した。その後、コールドパーマ
製剤による処理、固定および脱色をもう一度行った。毛束の下半分（根元部分）は、１回
だけ脱色した。このようにして、傷みの程度の異なる二つの部分を有する毛束を得た。
組成物１～９の染料吸収、洗浄堅牢性および均染性に関する結果を、第 III表に示す。
均染性は DE値（均染用毛束の両端の間の総色差）として表す。 DE値は次のようにして得た
：
データカラー（ Datacolor）測光システムを用いて、各均染用毛束の８箇所（毛の根元付
近で４箇所、および毛先付近で４箇所）で測定を行った。この目的のために、測定するサ
ンプルをクランプで分光光度計に固定し、 390～ 700nmの可視範囲で 10nm間隔で反射率を測
定し、コンピュータ（ IBM－ PS2）で処理した。コンピュータのプログラムにより、 DIN503
3に従って CIEシステム［コミシオン・アンテルナシオナル・ド・ラ・エクレラージュ（ Co
mmission Internationale de l'Eclairage）］で標準色値を求め、それを DIN6174に従っ
て色差に変換した。
組成物１は、染料吸収および洗浄堅牢性に関する標準として使用した。この目的のために
、組成物１で染色した未洗浄の毛束の色純度を比色測定し、 100％とした。他の組成物２
～９で染色した未洗浄毛束の相対色純度を、第 III表の「染料吸収」欄に示す。
組成物１で染色し、６回洗浄した毛束の色純度も比色測定し、 100％とした。組成物２～
９で染色した毛束の相対色純度を、第 III表の「洗浄堅牢性」欄に示す。（注：従って、
相対色純度の比較は、同一欄内でのみ可能である。）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本発明による染料組成物４～９は、染料吸収、均染性および洗浄堅牢性に関して、比較組
成物１～３よりも平均的に明らかに良好な結果をもたらす。
湿潤櫛通り、感触および光沢も、比較組成物と比較して明らかに改善されている。
別の試験においては、実施例１～９においてヤシ油脂肪アルコールの代わりに２－オクチ
ル－１－ドデカノールを用いた。２－オクチル－１－ドデカノールを含有するクリーム状
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製剤は、より高い低温安定性を示すことがわかった。
実施例１～９において、ヤシ油脂肪アルコール 1.0gおよび獣脂脂肪アルコール 1.0gを２－
オクチル－１－ドデカノール 2.0gで置き換えた場合にも、同様の結果が得られた。
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